













































































The Verification of Learning Effects Using E-learning Teaching
Materials in an Information Security Class






































































































































































































平　均　値 標準偏差 平　均　値 標準偏差
質問項目（略記している） H22 H24 差 H22 H24 H22 H24 差 H22 H24
  2. ウィルスの定義 1.99 2.39 　0.40*** 0.873 1.014 3.85 3.70 －0.15 0.779 0.811
  3. ウィルスの感染経路 2.00 2.44 　0.44*** 1.086 1.087 4.08 3.89 －0.19* 0.812 0.816
  4. ウィルスの種類 1.21 1.59 　0.38*** 0.638 0.927 3.40 3.32 －0.08 0.927 0.900
  5. ウィルス感染時の現象 2.31 2.60 　0.29* 1.069 1.125 4.00 3.86 －0.14 0.740 0.862
  6. ウィルス感染時の対処法 1.42 1.84 　0.42*** 0.790 0.947 3.92 3.86 －0.06 0.816 0.892
  7. ウィルス対策ソフトの機能 1.87 2.21 　0.34** 1.078 1.162 3.83 3.71 －0.12 0.871 0.871
  8. ウィルス対策ソフトの活用法 1.61 2.02 　0.41*** 0.912 1.115 3.58 3.62 　0.04 0.856 0.850
  9. 不正アクセスの内容 2.39 2.92 　0.53*** 1.175 1.144 4.10 3.95 －0.15 0.847 0.846
10. 不正アクセス禁止法 1.89 2.42 　0.53*** 1.052 1.139 3.87 3.74 －0.13 0.923 0.855
11. 不正アクセス被害時の対処法 1.48 2.14 　0.66*** 0.779 1.020 3.64 3.63 －0.01 0.921 0.879
13. ユーザー ID 等の管理方法 4.11 4.06 －0.05 1.041 1.090 4.83 4.57 －0.26*** 0.436 0.775
14.「個人情報」の定義 4.01 4.25 　0.24* 0.923 0.813 4.63 4.47 －0.16 0.584 0.716
15. 安全な HP の見分け方 2.13 2.66 　0.53*** 1.065 1.082 3.64 3.73 　0.09 0.991 0.903
16. 迷惑メールの定義 3.74 4.05 　0.31* 1.054 0.853 4.42 4.31 －0.11 0.751 0.745
17. 迷惑メールへの対処法 2.92 3.50 　0.58*** 1.190 1.112 4.49 4.32 －0.17 0.672 0.855
19. プライバシーマークの意味 1.89 1.74 －0.15 1.020 0.901 3.71 3.57 －0.14 0.990 0.871
20. 著作権 3.83 3.94 　0.11 0.951 0.860 4.46 4.29 －0.17 0.671 0.792
21. 学習前より知識を習得 ― ― ― ― ― 4.82 4.74 －0.08 0.737 0.776

























































































































































事前 事後 事前 事後
25題 25題 35題 25題 35題 40題 25題 35題 40題
最高点 22 25 35 22 30 35 25 35 40
最低点 9 9 14 9 13 13 9 14 16
平均点 15.5 20.8 27.0 15.8 21.7 23.4 20.5 27.2 29.8
標準偏差 2.84 3.42 4.49 2.84 3.55 4.15 3.24 3.90 4.57
















































最高学習時間  593分   482分
最低学習時間   20分    24分
平均学習時間 99.6分 127.1分
標 準 偏 差 78.5　 74.1　
　次に，学習時間と事後確認テストの点数ではどの
ような関係があるのかを図６に示す。
　コンテンツが定める標準学習時間は５時間である
が，平成22年度，平成24年度ともに標準学習時間
を満たした学生はわずかであり，学習時間が短いこ
とがわかる。
　また，平成24年度の事後確認テストと学習時間の
相関係数を求めると0.325と正の相関がみられた。
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図５　確認テストの問題ごとの正答率
72
べたが，e ラーニングコンテンツの詳細な部分まで
学習をしていないことである。学習をさせる際に，
試験では詳細な部分からも出題する旨を明示して，
大切な部分であると学生に理解させておく必要があ
る。また，試験のために一時的に暗記した知識にな
らないように今後も学生の意識を上げる取組みをし
ていかなければならないことを痛感させられた。
　次に第二の課題として，学生の意識と客観的な
結果の相違があることである。e ラーニング学習
前は，平成22年度より平成24年度の学生の方がセ
キュリティに関する知識を自身が持っていると思
う傾向が強いようであった。しかし，平成22年度
と平成24年度の事前確認テストからは有意差が認
められなかった。つまり，客観的な結果から推察す
ると平成24年度の学生は，学生自身が思っている
ほど知識を有していないようである。おそらく，ス
マートフォンの普及などで，インターネットや機器
を使うことが増加したことにより，「日頃から活用
しているので，よく理解している」と考えたと推察
する。個人の能力は未発達であるのに周りに情報が
あふれ，機器が進化を続けていくことはトラブルに
巻きこまれるリスクが増すということである。この
ことは，非常に危険な事であると筆者らは危惧して
いる。
　また，第三の課題として，学習時間が短いことで
ある。情報セキュリティに関する事柄がいかに重要
なことであるかを学生に理解をさせ，学習させるこ
とが必要である。なお，学生の中には，e ラーニン
グの内容をノートに書き取り，それを通学中に何度
も見直しをしている学生も見受けられた。単純にコ
ンテンツの学習時間だけで，学習時間が短いと断言
はできないようである。自主的にノートを取る学生
がいるように，e ラーニングで学習をする際には学
生一人ひとりの学習意識の高さが重要であることが
分かる。このような学生が増えることを願うばかり
である。
　第四の課題として，あらかじめ明示した目標に
対する達成率の低さである。2.3でも述べたとおり，
平成24年度の学生に関しては事後確認テストの点
数を８割以上取得することが目標であると明示して
いた。だが，目標を達成できた学生は57名と全体
の37.5％であった。学生の学習意欲を向上させる
必要があるようである。
　今回の結果から今後，試験結果のフィードバック
を検討したい。現在，各確認テストの結果は点数の
み通知している。今後はどこが間違ったのかを学生
に示し，苦手箇所を認識させる。また，事前アン
ケートの結果と関連させ返却することで，知識を
持っているという意識と試験結果から分かる客観的
な結果のずれを認識させることができると考える。
　また，学生にはいつトラブルに巻きこまれてもお
かしくないという意識を持てるよう，副教材を作成
することを検討していく。最新の事例やトラブルに
関する内容を取り入れ，新しいツールなどを紹介す
ることで，社会に出た際に情報に関する知識を有効
に活用できる学生の育成に取組んでいきたい。
引用及び参考文献
１）平田明裕ら，情報ツールとして根強いテレビと存在
感を増すポータルサイト～情報とメディア利用に関す
る世論調査から～，放送研究と調査，44-65，2012
２）鈴木英男ら，本人追跡性を基礎とする携帯電話の情
報モラル教育，東京情報大学研究論集 vol.16 No.1，23-
32，2012
３）花隈悦子，梶田鈴子，2009，e ラーニング教材を
使った情報セキュリティ教育の試みと評価，中村学園
大学・中村学園大学短期大学部研究紀要第42号，293-
302，2009
４）花隈悦子，2010，e ラーニング教材を使った情報セ
キュリティ教育の試みと評価（２），中村学園大学・
中村学園大学短期大学部研究紀要第43号，293-302，
2010
有　田　真貴子・梶　田　鈴　子
73情報セキュリティ教育における e ラーニング教材の学習効果の検証
付録１　事前アンケート及び事後アンケートの内容と集計結果（記述解答を除く）
74 有　田　真貴子・梶　田　鈴　子
付録２　確認テスト問題
